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橘
　
　
　
覚
　
勝
　
教
授

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
の
第
六
回
国
際
老
年
学
会
な
ら
び
に
国
際
老
人
協

会
創
立
総
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
席
の
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
六
日
羽
田
発
、
会
議
後

ス
エ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
経
て
、
同
九
月
十

八
日
帰
朝
。
な
お
老
年
学
会
に
お
い
て
、
師
は
「
日
本
文
化
に
お
け
る
老
年
美
の
木
質
」
　
（
本

誌
掲
載
英
文
論
文
参
照
）
と
題
し
て
発
表
し
、
注
目
を
あ
び
た
。

　
岡
　
　
　
邦
　
俊
　
教
授

　
「
仏
教
の
含
哩
性
と
非
合
理
性
」
　
一
仏
教
の
三
類
型
1

　
　
1
1
本
印
度
学
仏
教
学
会
　
　
第
十
四
回
学
術
大
会
（
日
本
大
学
に
於
て
）
で
の
研
究
発
表

　
　
（
昭
和
三
十
八
年
五
月
四
日
）

　
「
宗
教
の
類
型
」
　
ー
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

　
　
二
本
宗
教
学
会
　
第
二
十
二
回
学
術
大
会
（
富
山
大
学
に
於
て
）
で
の
研
究
発
表

　
　
（
昭
和
三
十
八
年
十
月
六
日
）

　
海
　
辺
　
忠
　
治
　
教
授

　
「
西
田
哲
学
　
宗
教
論
に
つ
い
て
」
　
昭
和
三
十
八
年
十
月
七
口

　
　
日
本
宗
教
学
会
第
二
十
二
回
学
術
大
会
に
研
究
発
表
　
於
富
山
大
学
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右
「
宗
教
研
究
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六
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年
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一
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八
月
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十
九
年
二
月
十
一
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三
十
九
年
五
月
十
五
口

徳
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御
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御
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御
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会
館
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研
究
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年
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月
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授
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崎
　
弥
市
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○
ソ
ー
イ
ン
グ
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ッ
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（
初
版
　
三
十
九
年
五
月
　
衣
生
活
研
究
会
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教
授
　
　
山
　
本
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図
書
館
棚
だ
よ
り

教
職
課
程
関
係

　
　
著
　
　
　
　
者

神
奈
川
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
海
後
宗
臣

学
級
経
営
事
典
編

集
委
員
会
編

長
　
旧
　
　
　
新

田
　
崎
　
　
　
仁

り
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o
】
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目
巴
斜
閃
．
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0
6
0
口
口
○
ぴ
宮
曾

稲
　
富
　
栄
治
郎

　
　
　
　
一
般
教
育
関
係

ボ
ル
ノ
ウ

塚
越
　
　
敏
他
訳

M
・
ブ
ー
バ
！

児
島
　
　
洋
他
日

マ
ル
セ
ル

峰
島
　
旭
雄
訳

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク

安
井
　
源
治
訳

ジ
ヵ
、
ン
・
ヴ
ァ
ー
ル

松
浪
信
三
郎
訳

F
・
デ
ッ
サ
ウ
ア
ー

高
橋
　
憲
一
訳

昭
和
三
十
九
年
二
月
十
日
現
在

　
　
　
書
　
　
　
　
名

学
校
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
本
教
科
書
大
系
　
第
一
巻
～
岡
目
ま
で

学
級
経
営
事
典

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
教
育
学

職
場
心
理
学

国
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団
6
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〇
σ
Q
鴇

明
治
初
期
教
育
思
想
の
研
究

そ
　
　
の
　
　
他

実
存
哲
学
概
説

人
間
と
は
何
か
（

存
在
の
神
秘
序
説
（

パ
ス
カ
ル
と
そ
の
妹
（

実
存
主
義
入
門
（

科
学
・
技
術
・
宗
教

（
実
存
霊
義
叢
書
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三
）

二
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五
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（
宗
教
思
想
選
書
三
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出
版
年

昭
三
十
八
年

昭
一
∴
十
六
年

昭
三
十
八
年

昭
＝
．
十
八
年

昭
三
十
八
年
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一
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昭
十
九
年
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謬
勘
轍
　
　
知
識
・
信
仰
（
〃

書
ア
翻
諏
ヒ
　
神
の
存
在
論
的
研
究
（
〃

卿
，
藩
態
フ
ッ
セ
ル
西
洋
哲
学
史
上
中
下

直雪中一一松

良崎野口井本

信　猛蘇　文

人武彦山秀郎

民
族
文
化
研
究
会

川
勝
政
太
郎

重
森
三
尉

小
　
川
　
晴
　
陽

坂
井
犀
水
編

森
　
　
　
　
緬

芳
賀
幸
四
郎

黒
板
博
士
記
念
会

　
　
　
　
国
文
関
係

女
子
学
習
院
編

津
　
田
　
左
右
吉

名
取
嬢
之
助

北
海
道
　
庁

五
十
嵐
　
　
力

大
和
文
沼
館

三
　
谷
　
栄
　
一

西
角
井
正
慶

彙

支
那
哲
学
史

風
俗
史
の
研
究

日
本
仏
教
美
術
の
研
究

原
色
昆
虫
大
図
鑑

弁
証
法
論
理
学
序
説

古
代
人
の
生
活

現
代
に
生
き
る
伝
統
日
本
美

京
都
石
造
美
術
の
研
究

京
都
庭
園
の
研
究

天
平
芸
術
の
研
究

日
本
木
彫
泣

寝
殿
造
系
庭
園
の
立
地
的
老
察

二
）一

）

中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究

古
文
化
の
保
存
と
研
究

そ
　
　
の
　
　
他

女
流
著
作
解
題

日
本
上
代
史
の
研
究

桂
　
女
　
資
料

北
海
道
の
口
碑
伝
説

軍
記
物
語
研
究

大
和
文
華
　
創
刊
号
～
四
十
巻
ま
で

日
本
文
学
の
民
族
学
的
研
究

神
楽
　
研
究

報

昭
三
十
七
年

昭
三
十
八
年

昭
三
十
七
～
三
十
八
年

　
　
　
出
版
事
項
不
詳

　
　
　
昭
　
四
年

　
　
　
昭
　
四
年

　
　
　
昭
三
十
八
年

　
　
　
昭
一
二
十
六
年

　
　
　
昭
三
十
八
年

　
　
　
昭
三
十
八
年

　
　
　
昭
二
十
夙
年

　
　
　
昭
二
十
二
年

　
　
　
大
十
四
年

　
　
　
昭
　
五
　
年

　
　
　
昭
三
十
七
年

　
　
　
昭
三
十
一
年

　
　
　
昭
三
十
八
年

　　昭
　　不
　　八
　　e
昭昭昭昭昭昭昭昭
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　八九　五二二四
年年年年年年年年

曽
根
豊
　
祐

野
村
　
宗
朔
編

仲
田
庸
幸

津
田
左
右
吉

奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
性

心当寺大林
幽門内骨屋

〃

辰
三
郎

信
　
一

清
之
助
華
渓

周
太
郎
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郎弘子次夫枝科
　　　　　　関
　　　　　　係

源
氏
物
語
女
性
群
像
　
第
一
巻

昭
和
校
訂
流
布
本
平
家
物
語

源
氏
物
語
の
文
芸
的
研
究

思
想
、
文
芸
、
日
本
語

院
の
御
所
と
御
堂
－
院
家
建
築
の
研
究
－

中
世
芸
能
史
の
研
究

室
町
時
代
の
国
語
音
声
の
研
究

源
氏
物
語
・
そ
の
女
性
観
懸
輔
甲

摂
西
兵
庫
俳
譜
史

新
編
文
楽
の
研
究

〃
続
文
楽
の
研
究

日
本
随
筆
索
引

蜻
蛉
日
記
　
－
校
本
、
書
入
、
諸
本
の
研
究
一

礼
の
意
義
と
構
造

日
本
書
誌
学
之
研
究

烏
丸
家
伝
来
本
　
方
丈
記
（
巻
子
本
）

文
章
構
成
法
　
－
文
章
の
診
断
と
治
療
－

そ
　
　
の
　
　
他

〉
日
。
江
o
ρ
ロ
の
o
o
h
身
幡
○
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コ
σ
q
9
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ω
・
日
Φ
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p
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①
ω
勺
霞
け
一
ρ

三
石
　
厳
　

生
活
科
学
序
説

梅
沢
純
夫
　
　

抗
菌
姓
物
質

日
本
婚
姻
史

日
本
被
服
文
化
史

現
代
栄
養
学

被
服
構
成
学

被
服
美
学

デ
ン
プ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

一
Q
①
一
切
o
o
翻
。
噛
〉
．
o
り
●

一一

Q
り
伴
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口
自
①
「
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昭
三
十
八
年

　
昭
三
十
八
年

　
昭
三
十
七
年

　
昭
一
二
十
六
年

　
昭
三
十
七
年

　
昭
三
十
七
年

　
昭
三
十
八
年

　
昭
三
十
八
年

　
昭
三
十
四
年

　
昭
二
十
三
年

　
昭
二
十
三
年

　
昭
三
十
八
年

　
昭
三
十
八
年

　
昭
十
六
年

　
昭
十
八
年

近
世
中
期
写
本

昭
三
十
八
年

昭
三
十
八
年

　
　
〃

昭
三
十
七
年

昭
三
十
八
年

　
　
〃

　
　
〃
O
ら
蟄

昭
三
十
八
年

昭
三
十
八
年
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三
二

松岩

川崎

哲振

哉郎

そ被繊
　服維
の材
　料要

田学論

　
　
　
　
音
楽
学
部
関
係

郵
，
．
フ
腔
　
　
芸
術
的
蕩
の
起
源

エ
ル
ン
ス
ト
・
グ
ロ
ー
セ
　
比
較
人
種
学
的
美
学

安
藤
　
弘
訳
　
　
　
芸
術
の
始
源

植
田
寿
蔵
　
　
芸
術
哲
学

プ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
ク
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ
ス
の
美
学

外
山
卯
三
郎
訳

エ
ミ
ー
ル
・
ウ
テ
ィ
ツ

徳
永
郁
介
訳

矢
崎
美
盛

大
　
西
下
　
礼

シ
ラ
ー
著

大
庭
米
治
郎
訳

シ
ラ
ー
著

安
倍
能
成
発

墨
　
学
史
　
要

様
式
の
美
学

現
代
美
学
の
問
題

美
学
論
集
　
上
巻

〃

佐　　田下神ピ中渡鼓渡ク
　　　保ン　　　辺ラ
瀬　辺総光ダ島辺　 イ

　〃　　太1　　常吉ス
　　尚胱郎　健吉　　治キ
　　　訳　　　 訳ユ
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　　　　　　　　リ音笛日楽美芸現西　シ
瓢本諭達洋；
理その並に術学美　1
学：の．．r一ぴ於　思P4ル

一
、
趣
　
意

（
大
村
論
文
叢
書
五
）

（
哲
学
古
典
叢
書
二
）

下
巻
　
（

〃

　
　
　
　
　
美
学
の
根
本
問
題

西
洋
美
学
史

現
．
代
美
学
思
潮

芸
　
　
術
　
　
論
　
第
四
巻

美
術
史
に
於
け
る
時
代
問
題

楽
式
論
並
び
に
楽
曲
解
剖

日
本
の
音
楽

笛
　
1
そ
の
芸
術
と
科
学
i

音
楽
心
理
学

そ
　
　
の
　
　
他 一
音
楽
と
人
間
形
成
一

相
愛
女
子
大
学
訪
米
学
生
団
報
告

八
）

昭
三
十
八
年

昭
三
十
七
年

大
　
十
　
年

大
　
十
　
年

大
十
四
年

昭
　
六
年

昭
　
　
も
　
ド

「
　
　
　
尋
ノ
　
　
士

昭
十
九
年

昭
　
二
　
年

大
十
二
年

昭
十
三
年

大
十
五
年

大
十
五
年

昭
　
二
　
年

昭
十
六
年

昭
　
七
　
年

昭
二
十
九
年

昭
二
十
二
年

昭
二
十
二
年

昭
三
十
八
年

　
今
回
の
訪
米
は
北
米
仏
教
団
並
び
に
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
招
き
に
依
る
も
の
で
あ

　
る
。
北
米
仏
教
団
は
本
願
寺
に
依
る
北
米
に
於
け
る
開
教
布
教
の
団
体
で
あ
り
、
本
願
寺
か

　
ら
派
遺
さ
れ
た
開
教
使
及
び
在
留
邦
人
の
努
力
に
依
り
現
に
数
十
の
教
会
と
そ
れ
に
所
属
す

　
る
日
系
米
人
及
び
白
人
の
信
徒
数
万
を
有
す
る
宗
教
法
人
で
あ
り
、
花
山
信
勝
師
は
そ
の
教

　
団
の
代
表
者
で
あ
り
、
開
教
総
長
の
地
位
に
あ
る
人
で
あ
る
。
従
来
仏
教
の
近
代
化
並
び
に

　
青
年
層
へ
の
普
及
に
つ
き
北
米
仏
教
団
の
理
事
関
係
者
か
ら
度
々
本
願
寺
当
局
に
対
し
要
望

　
が
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
北
米
仏
教
団
に
所
属
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
や
州
フ
レ
ス
ノ
教
会
の

　
ダ
ナ
合
唱
団
が
青
年
仏
教
徒
交
歓
の
た
め
、
先
年
来
日
し
た
折
、
相
愛
女
子
大
学
は
全
力
を

挙
げ
こ
れ
を
歓
迎
し
諸
般
の
行
事
に
尽
力
し
、
当
大
学
合
唱
団
の
蟹
歌
披
露
、
等
一
行
の
深

　
い
関
心
を
ひ
き
、
彼
等
の
帰
国
後
北
米
仏
教
団
は
こ
の
新
し
い
仏
教
聖
歌
の
発
表
仏
教
儀
式

　
の
紹
介
等
の
た
め
に
是
非
と
も
当
地
に
こ
の
合
唱
団
を
招
待
し
た
い
と
い
う
話
が
起
り
、
今

　
回
の
保
証
歓
迎
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教

　
団
よ
り
も
、
北
米
よ
り
の
帰
路
是
非
と
も
当
地
に
逗
留
す
る
よ
う
に
と
の
招
待
を
受
け
た
の

　
で
仏
教
聖
歌
の
演
奏
及
び
ハ
ワ
イ
青
年
仏
教
徒
と
の
交
歓
の
た
め
滞
在
す
る
こ
と
に
な
つ

　
た
。
相
愛
学
園
は
こ
の
機
会
に
北
米
及
び
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
若
い
仏
教
徒
に
接
し
、
彼
等
の

社
会
生
活
並
び
に
家
庭
生
活
に
ふ
れ
、
日
本
仏
教
の
彼
地
に
於
け
る
活
躍
を
つ
ぶ
さ
に
体
験

　
し
併
せ
て
現
代
日
本
仏
教
女
性
に
よ
る
音
楽
を
通
じ
て
の
彼
我
交
歓
は
今
後
の
教
育
上
に
も

亦
社
会
生
活
の
上
に
も
稗
益
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
、
有
志
を
募
り
相
愛
女

子
大
学
訪
米
学
生
団
を
編
成
し
、
こ
の
度
の
日
脚
に
応
ず
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
参
加
者

　
　
学
　
長
　
　
　
　
　
　
　
今
小
路
　
覚
　
瑞

〃助教教
　教
　授授授

講
　
師
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

〃嘱
　
託

桑戸花木馬大矢仲
　　　川
田田田田淵橋田

和正信　卯　暎芳
雄雄之轟博子樹



　
　
　
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
七
名

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
六
名

三
　
日
程
概
要

　
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
五
日
　
出
発

　
〃
　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
帰
校

○
桑
港
に
八
日
間
滞
在
・
桑
港
・
ワ
ッ
ソ
ン
ビ
ル
・
サ
ン
ノ
ゼ
・
サ
ン
マ
テ
オ
各
仏
教
会
に
て

　
法
要
並
び
に
交
歓
演
奏
会
を
行
う
。

　
　
桑
港
市
長
を
訪
ね
大
阪
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
交
、
又
市
内
及
び
近
郊
の
見
学
を
行
う
。

○
バ
ー
ク
レ
ー
・
オ
：
ク
ラ
ン
ド
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
各
一
泊
、
法
要
並
び
に
交
歓
演
奏
会
を

　
行
う
。

　
　
バ
ー
ク
レ
イ
加
州
大
学
を
訪
ね
交
歓
演
奏
を
行
う
、
又
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
て
加
州
知
事
を

　
　
信
念
、
大
阪
府
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
交
こ
の
三
日
間
は
日
系
人
の
各
家
庭
に
分
宿
。

　
　
日
系
人
経
営
の
農
場
花
園
等
を
も
見
学
し
た
。

○
フ
レ
ス
ノ
に
四
日
聞
滞
在

　
ヨ
セ
ミ
テ
観
光
を
終
え
て
フ
レ
ス
ノ
に
到
着
。
日
系
人
の
歓
迎
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
フ
ル
に
組

　
ま
れ
て
い
た
。
法
要
、
交
歓
演
奏
会
、
見
学
、
等
々
。

　
　
K
M
J
ス
タ
ジ
オ
よ
り
テ
レ
ビ
放
送
を
行
う
。
又
申
加
Y
B
A
大
会
に
参
加
交
歓
を
行

　
　
う
。
フ
レ
ス
ノ
ス
テ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
の
招
待
で
独
乙
ミ
ュ
ン
ス
三
二
レ
ッ
ジ
の
演
唱
会
を

　
　
聴
く
。

　
　
ホ
テ
ル
ニ
泊
　
、
各
家
庭
分
宿
　
二
泊
。

○
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
三
日
間
滞
在

　
ロ
ス
別
院
、
ガ
ー
デ
ナ
、
洗
心
、
パ
サ
デ
ナ
、
西
別
院
で
各
法
要
を
行
う

　
　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ジ
オ
・
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
ッ
ツ
ベ
リ
フ
ァ
ー

　
　
ム
筆
）
見
学
　
ホ
テ
ル
一
泊
旧
、
各
家
庭
分
宿
二
泊
。

○
ハ
ワ
イ
　
七
日
閤
凹
滞
在

　
　
北
米
に
於
け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
フ
ル
に
組
ま
れ
一
行
は
可
な
り
疲
れ
を
み
せ
て
い
た
が

　
　
ハ
ワ
イ
滞
在
で
回
復
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
別
院
に
於
け
る
法
要
は
ラ
ジ
オ
に
中
継
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
与
え
た
。
　
一
日
ヒ
ロ
に
飛

　
　
び
ハ
ワ
イ
島
火
山
公
園
の
見
学
。
ヒ
ロ
別
院
に
於
け
る
法
要
、
交
歓
演
奏
会
は
印
象
に
の

彙

報

こ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
北
米
及
び
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
日
系
各
新
聞
は
毎
日
の
よ
う
に
写
真
入

り
で
紙
面
を
う
ず
め
て
く
れ
た
。
又
仏
教
団
関
係
者
、
日
系
人
の
心
よ
り
の
歓
迎
に
感
謝

し
つ
つ
報
告
に
か
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
芳
樹
記
）

第
二
十
五
回
相
愛
学
園
読
書
会

　
三
月
九
日
、
午
後
二
時
よ
り
図
書
館
に
て
開
催
。
　
解
説
者
田
中
重
太
郎
、
　
中
野
恵
海
両
先

生
、
出
席
者
四
十
五
名
、
荒
井
、
二
十
二
、
田
中
、
柿
谷
、
中
野
、
川
喜
多
の
諸
先
生
。
最
初

に
次
回
の
読
書
会
に
つ
い
て
、
出
席
者
よ
り
希
望
を
た
ず
ね
た
絆
果
、
テ
ー
マ
「
出
家
と
そ
の

弟
子
」
に
決
定
さ
れ
、
八
月
三
、
四
日
一
泊
、
昨
年
と
同
じ
大
津
市
石
山
「
松
葉
家
」
に
全
員

一
致
で
決
る
。
先
ず
田
中
先
生
が
、
本
会
の
テ
ー
マ
「
泥
に
ま
み
れ
て
」
の
解
説
を
、
ユ
ー
モ

ア
に
満
ち
た
口
調
で
話
さ
れ
る
。

　
こ
の
小
説
は
結
婚
生
活
の
幸
福
に
つ
い
て
、
妻
の
愛
情
の
あ
り
方
に
つ
い
て
作
者
の
信
ず
る

も
の
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
鶴
岡
影
干
夫
妻
の
二
十
年
の
結
婚
生
活
の
苦
闘
を
経
て
来
た
体

験
を
、
今
度
娘
の
結
婚
生
活
の
困
難
に
対
し
て
教
訓
的
に
述
べ
た
と
云
う
事
を
、
御
自
分
の
体

験
談
と
共
に
話
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
学
生
よ
り
活
溌
な
意
見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
中
野
先

生
に
よ
っ
て
、
お
互
に
信
じ
合
い
、
信
頼
さ
れ
る
事
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
総
ま
と
め
さ
れ

た
。
時
既
に
午
後
五
時
。
卒
業
生
の
前
途
を
祝
福
し
、
第
二
十
五
口
読
彗
会
を
閉
じ
る
。

第
二
十
六
回
相
愛
学
園
読
書
会

　
八
月
三
、
四
日
　
一
泊
、
　
大
津
市
石
山
「
松
葉
家
」
に
て
開
催
、
　
解
説
者
今
小
路
覚
瑞
先

生
、
テ
ー
マ
倉
田
百
三
著
「
出
家
と
そ
の
弟
子
」
、
出
席
者
は
、
荒
井
、
二
十
二
、
田
中
、
中

野
、
中
西
、
河
智
、
川
喜
多
先
生
他
に
事
務
局
員
、
図
書
館
員
を
合
せ
卒
業
生
も
出
席
者
の
半

数
に
達
し
、
一
年
振
り
で
先
生
方
に
お
会
い
出
来
た
喜
び
に
胸
を
と
き
め
か
せ
た
り
、
又
今
春

卒
業
し
、
新
し
い
社
会
に
門
出
し
始
め
て
の
職
場
の
体
験
談
等
を
し
な
が
ら
、
折
悪
し
く
降
り

博
く
夕
立
の
空
を
眺
め
る
。
夕
方
六
時
雷
鳴
を
と
も
な
っ
た
夕
立
も
私
達
の
願
い
を
聞
入
れ
た

か
の
よ
う
に
通
り
過
ぎ
、
涼
風
立
つ
瀬
田
川
に
て
、
昨
年
と
同
様
、
二
十
二
先
生
の
指
導
の
も

三
三



　
　
　
　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

と
に
歌
会
せ
を
行
う
。
翌
朝
、
歌
会
の
判
定
を
行
い
入
賞
者
に
賞
品
等
を
渡
す
。
そ
の
後
出
席

者
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
本
会
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
出
家
と
そ
の
弟
子
」
よ
り
、
唯
円
と
遊

．
女
「
か
え
で
」
と
の
恋
を
中
心
に
回
り
合
い
。
　
「
出
家
と
そ
の
弟
子
」
の
世
界
を
貫
く
心
は
、

生
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
、
恋
を
思
う
こ
こ
ろ
、
死
を
重
る
る
こ
こ
ろ
を
抱
き
締
め
な
が
ら
、
而
も

人
生
の
限
り
な
き
淋
し
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
よ
り
意
見
を
出
し
合

・
う
、
又
今
小
路
先
生
よ
り
、
一
切
の
パ
ン
に
よ
せ
る
夫
婦
の
愛
情
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
、
正
午

過
ぎ
会
散
。

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
八
年
度
音
楽
学
部
卒
業
論
文

大
垣
内
み
ど
り
「
初
等
課
程
に
お
け
る
音
楽
教
育
へ
の
一
角
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
明
治
・
大
正
期
の
小
学
校
音
楽
教
育
の
推
移
－

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
八
年
度
音
楽
学
部
卒
業
演
奏

赤
峰
　
立
子

右
原
秀
子

上
山
譲
・
子

国
子
　
万
里

白
井
　
弘
子

島
村
　
　
慧

竹
本
　
淑
美

滝
野
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子
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一
”
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あ
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昭
和
三
十
八
年
度
音
楽
学
部
卒
業
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
・
三
・
一
九
　
相
愛
講
歳

　
一
、
国
子
　
万
里
　
　
　
　
℃
口
。
9
巳
軸
冒
一
。
三
9
ヨ
9
ロ
。
鼠
一
8
一
（
H
、
P
　
田
W
O
げ
①
日
①
）

　
　
　
　
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
　
諸
井
　
三
郎
“
少
年
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坂
本
滉
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本
学
教
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二
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山
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泰
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